
美馬市立江原南小学校阿波市立吉野中学校

令和３年１２月２７日（木）オンライン開催

各校の取組発表①

県内１３小・中学校のいじめ防止子ども委員会のメンバー計５０名が参加し、

各校のいじめ防止の取組発表や「ネット（SNS）によるいじめ問題にどう立ち
向かうのか」をテーマとした意見交流会が行われました。

人権キャラクター（今年で20年）
「やさしくん・ともわちゃん」
に自分を重ねて・・・

「吉野スマイルプロジェクト」
学校全体で課題解決に取り組む。

「いじめゼロ三原則」
親しみやすいキャッチフレーズを生徒たち

で考え、啓発用のポスター・シールを作成し
ていじめ防止活動を進めた。

シールを作成

いじめをゼロにするために何ができるか
を話し合い、全校で取り組める合い言葉を
作成した。

「江南いじめ防止宣言」

オンライン会議で取組発表をしました！！

三好市立井川中学校 徳島市千松小学校

「いじめ撲滅宣言」
井川中学校では絶対にいじめを許さない

という姿勢を、生徒会から発信し学校全体
に広げる活動行っている。

人権問題意見発表会
いじめ問題や性の多様性について書い

た人権作文をクラスの代表者が発表し、
意見交流する場をもった。話合いには保
護者も参加し、意見を共有した。

子どもたちがつくるアンケート
いじめのアンケートを先生が考えるのでなく

子どもたちが考え、子どもたちのアンケートと
して全校児童に実施。

アンケートの結果から，具体的な
取組を話し合い、決定する。

子どもたちが工夫し，
取組を進めた結果、あ
いさつをする児童の割
合が伸びた。

パワーアップ版
あいさつ運動の実施



美馬市立三島中学校徳島市川内中学校

令和３年１２月２７日（木）オンライン開催

各校の取組発表②

仲間への思いやり、優しさを
言葉にして届ける。

ＰＢＳ（ポジティブ行動支援）
お互いにほめたり認め合ったりして

よりよい言動を増やしていくＰＢＳの
取組を進めている。

みんなの成果を見える化

生徒がスマホの使い方について主体的に考え、決めた
ルールを「スマホの掟3ヵ条」にまとめる。
学校内だでけでなく、保護者、地域、校区の小学校に周知
し、地域ぐるみで取り組めるようにしている。

吉野川市立鴨島東中学校 徳島市福島小学校

人権いじめ防止委員会を中心に･･･
毎月行われる活動では、校内に人権に関わる課題がない

かを話し合い、目標設定を行っている。
目標を達成されたかどうか反省を行い、その結果を全校

集会で周知するなど、温かい雰囲気の学校をつくるために
委員会のメンバーを中心に呼びかけている。

人権問題意見発表会
毎年、全校生徒が人権をテーマにした作文を

書き、各クラスの代表者による意見発表会を
行っている。

代表委員会での話合い
子どもたち自身が学校生活の課題を見つけ、

解決のために話し合う機会を毎月設けている。
目標→作戦→成果（ふり返り） という活動の
流れのもと、子どもたちが主体的に取り組む。

「ハートフル大作戦」
体育祭で友だちのいいところを見つけよう

子どもたちのアイデアから，
次の目標や活動が決まる。

阿南市立加茂谷中学校 藍住町立藍住中学校

「あったか言葉」や気持ちのよい
「あいさつ」を増やしていくことで、
いじめを生まない学校をつくる。

「スマホの掟3ヵ条」の取組

サマーチャレンジボランティアワーク
他校の生徒との話合いの中で、相手の気

持ちに寄り添う大切さや互いを尊重するこ
との大切さに気づくことができた。

サマーフェスティバル
委員会の子どもたちを中心に、異学年同士の

関わりを進んで行った。高学年が低学年のお世
話をしたり、関わりが増えることで、いじめを
防止する温かい雰囲気をつくることができた。

人権集会でいじめ
防止の人権劇を通
して、全校で考える
機会をもつ。

「人権」を大切にした取組
生徒一人一人が互いの人権を大切にした行動

をとることでいじめ防止につなげている。

～人権メッセージ・人権標語～
全校生徒で「言われて心が温かくなる一言」

を考え、階段等に掲示している。

人権意見発表会
各学年の代表者が人権作文の発表を行った

り、学校をよくするために全校生徒で話し合
ったりして、互いの考えを深めている。

親子人権学習
各学年で人権問題について学び、

人権コンサートを通して人権意識
を高めている。

『あいさつ運動』
「あいさつで つながる信頼 広がる世界」

いじめ防止に向けて

○豊かな人間関係づくり
○未然防止に重点
○プラス面に焦点をあてた取組

『藍志チャレンジプロジェクト』
友達のよいところを発見することを通して

自分のよさに気づく

「藍志ロード」
藍中生の活躍を掲示する



三好市立池田小学校鳴門教育大学附属中学校

令和３年１２月２７日（木）オンライン開催

各校の取組発表③

具体策についての話合い

・感謝を伝える言葉やふわふわ言葉の例の掲示
・７ヵ条の具体的行動例を挙げたポスター作成
・デジタルサイネージを活用しての周知や啓発

「いじめ防止７ヵ条」
人権・いじめ防止委員会で話し合いを重ね、
意見を出し合って、いじめをなくすための行動
をまとめた７ヵ条を作成した。 『お悩み相談員』

各学校の創意工夫を生かした取組が
発表されました。

台本作りや配役なども生徒自身で考える

ため、より身近な問題として考えを深める
機会になっている。

那賀町立鷲敷中学校

よりよい学校を自分たちでつくって
いくために、定期的に話合いを行い、
自分たちにできることは何かを考え、
実行にうつしていく。

いじめ防止子ども委員会の児童
がお昼休みに全校を巡回し、生活
の中で困っていることや悩んでい
ることはないかをたずねます。

人権学習で学んだことをテーマとし
た標語を募集。代表作を放送や掲示に
より周知した。『人権標語』

『人権発表』

『自分たちで考える』
どの学年の児童にも自

分事とし考えてもらうた
めに，どんな内容にすれ
ばよいか･･･。

いじめ問題や人権課題について全校で意
見交換する機会をもち、考えを深めるなど、
生徒が主体的に活動している。

『生徒集会（人権）での意見交流』

『あいさつ運動の実施』 毎朝、生徒同士が互いにあい
さつを交わすことによって、気
持ちよく学校生活を始められ，
学校全体の雰囲気がよくなるこ
とにつながる。

『生徒による人権劇』

いじめをなくすためにできることを
自分たちの力で進めていこう!！


